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第１学年 道徳（人権）学習指導案

１ 主 題 たいせつな ともだち

２ 主題設定の理由

３ ねらい

友達の気持ちを考え，みんなと仲良くしていこうとする態度を育てる。

４ 指導計画

主題に関する人権学習 主題にかかわる教科等・行事

これまでの学習 学級活動

道徳 「かかりのしごとをきめよう」

「ぼくのなまえは・・・」 (ひかり)

学級活動

「ふわふわことばとちくちくことば」 国語科

道徳 「くじらぐも」

「はしのうえのおおかみ」 （県版）

体育科

「ドッジボール」

現在の学習

道徳「じゃんけん」(ひかり) 本時

学校行事

「人権集会」

これからの学習

学級活動「にこにこ大さくせん」 生活科

国語科「人権作文」 「きらきらフェスティバル」

主 題 を 支 え る 常 時 指 導

きらきらたまご集め 読書・読み聞かせ いいところ見つけ ふれあいの時間

みんなで力を合わ 保護者や担任の読 がんばっている子 全校で取り組むふれ

せがんばったときに み聞かせを通して， や優しい子を見つけ あいの時間を大切に

たまごを増やすこと 豊かな心を育てる。 て発表し合い，友達 し，たくさんの友達と

により，またがんば のよさを認め合うこ 仲良くし，友情が深ま

ろうという意欲を高 とができるようにす るようにする。

める。 る。
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５ 本時の学習

（１）目 標

仲間外しにすることの不当性に気付かせ，友達を大切にし，みんなと仲良くする態度を育

てる。

（２）普遍的な学習のテーマ 仲間づくり

（３）展 開

学 習 活 動 指導上の留意点

１ 本時のめあてをつかむ。 ○ 本時の学習の方向付けをする。

ぼくが「あかぐみ，あかぐみ」となんかいもいいつづけたのはなぜだろう

２ おおやま君，いけだ君の言動について考 ○ おおやま君が主人公を仲間外しにしようと

える。 する言動に注目させ，仲間外しにするとい

う行為の不合理性に気付かせる。

・おおやま君が「いけだくん，しろぐ ・どこが，なぜいけないのかを考えさせる。

みにはいれ。」と言ったことについて

・主人公が「あかぐみあかぐみ」と何回 ・悔しさや怒り・悲しみに気付かせるとと

も言い続けた理由について もに主人公の憤りに共感させる。

３ 自分たちならどう解決するのかを話し合 ○ 友達を大切にするために，おおやま君・や

う。 まもと君・周りの友達は，それぞれにどう

しなければならないのかを考えさせる。

４ 本時のまとめをする。 ○ 自分たちの生活をふり返り，みんなと仲良

くしていくためにどう行動するのかを話し

合う。

（４）評 価

・ 自分勝手な言動が相手を傷付けることを知り，仲良くしていくことの大切さを理解すること

ができたか。 【知識的側面】

・ 相手の気持ちを尊重し，みんなと仲良くする行動をしていこうとする意欲がもてたか。

【価値的・態度的側面】

・ 友達の意見を聞いて共に考え，人を大切にするために問題を解決する方法を見つけることが

できたか。 【技能的側面】


